
－140－－140－

－
1
4
0
－

４－ 11　関東甲信地方の地殻変動
　　　　Crustal Movements in the Kanto District

国土地理院

Geographical Survey Institute

［験潮　房総・三浦半島］

　第 1 図は布良（めら）・勝浦・油壺各験潮場間の月平均潮位差である．2004 年の夏に勝浦が

大きく変化しているのは，黒潮の蛇行に伴うものと考えられるが，最近は平常な状態に戻って

いる．最近は，目立った変化は見られない．

［歪み・傾斜　館山］

　第 2 図は館山地殻活動観測場の伸縮計，傾斜計の連続観測データ（日平均値）である．2005

年 7 月 23 日の千葉県北西部の地震 (M6.0) に伴う歪計（北東－南西成分），傾斜計（北東－南

西成分）のジャンプがあるが，その他に特別な変化は確認できない．2006 年 3 月 20 日～ 5 月

16 日の期間は，機器更新・調整作業のために一時観測が中断した．また，北東－南西成分の伸

縮計は 2006 年 6 月にセンサーの不調がありデータに飛びが生じている．最近は特に目立った

傾向の変化は見られない．

［EDM　辺長　鹿野山］

　第 3 図は鹿野山で行っている辺長観測の結果である．上段の鹿野山－小糸基線，中段の鹿野

山－人見基線については，最近，顕著な変化は見えない．下段の鹿野山－大坪山基線は，2006

年 11 月以降欠測になっていたが，大坪山観測点については，2007 年 10 月から反射鏡の位置を

変更して観測を再開した．残念ながら位置変更前後のデータの連続性はない．他の基線につい

ても特段の変化はない．

［GPS　房総半島のゆっくりすべり］

　第 4 ～ 6 図は，前回（第 174 回）連絡会で，速報的に報告した房総半島東部で見られたゆっ

くりとした地殻変動について，GEONET の最終解を用いた結果である．

［GPS　房総半島の地殻変動］

　第 4 図上段は，2007 年 8 月 7 ～ 11 日に対する 8 月 30 日～ 9 月 3 日の GPS 連続観測による水

平地殻変動ベクトルである．最大約 2cm 超の南南東向きの変動が見える．

　第 4 図下段～第 5 図は，八郷を固定した 6 本の基線の 3 成分の時系列である．すべての基線

の南北成分で，8 月 13 日頃からゆっくりとした変動が始まり，22 日頃には終了したことがわ

かる．これら水平ベクトルと時系列から，今回の地殻変動は過去にも発生した房総半島沖のス

ロースリップイベントであることが確認できる．

　第 6 図は，地殻変動から推定したフィリピン海プレート上面の滑り分布である．2002 年，

1996 年のスロースリップ時の滑り分布と比較して滑りの方向や分布が類似している．計算され

た今回のゆっくり滑りのモーメントマグニチュードは Mw=6.6 である．

　スロースリップ発生の時間間隔は，1996 年 5 月から 2002 年 10 月の間が 6 年 5 ヶ月（77 ヶ月），
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2002 年 10 月から 2007 年 8 月の間が 4 年 10 ヶ月（58 ヶ月）である．期間の長さの比は，4:3

である．

［GPS　低周波地震　長野県－愛知県］

　第 7 ～ 8 図は，2007 年 9 ～ 10 月に発生した長野県南部から愛知県東部の低周波地震活動前

後の地殻変動が，GPS で観測されたかどうかを確かめるための図である．GPS 基線斜距離変化

時系列では，有意な変動は見られない．

［GPS　神奈川県西部の地震］

　第 9 図は，2007 年 10 月 1 日に発生した神奈川県西部の地震 (M4.9) に伴う地殻変動が，GPS

で観測されたかどうかを確かめるための図である．GPS 基線斜距離変化時系列では，飛びは見

られない．また，地震前後に特に目立った地殻変動は見られない．
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第１図　布良・勝浦・油壺各験潮場間の月平均潮位差

Fig.1　	Comparisons of monthly mean values of sea level measured at 3 tide gauge stations in Kanto area.
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国土地理院館山地殻活動観測場の2006年3月～2009年の観測データに極
性の誤りがありました．本頁の図は用いず，修正版をご参照ください．
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第３図　鹿野山精密辺長測量結果

Fig.3　 Results of precise distance measurements at Kanozan.
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第４図 b　房総半島東部における GPS 連続観測結果（2006 年 1 月以降・３成分）

Fig.4b　 Results of continuous GPS measurements on eastern Boso Peninsula from January 2006. (3 components) (1/2)

第４図 a　GPS 連続観測による房総半島の水平変動

Fig.4a　 Horizontal movements of Boso Peninsula by GPS continuous measurements
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第５図　房総半島東部における GPS 連続観測結果（2006 年 1 月以降・３成分）

Fig.4　Results of continuous GPS measurements on eastern Boso Peninsula from January 2006. (3 components) (2/2)
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第６図　房総半島沖スロースリップの滑り分布

Fig.6　 Slip distribution on the plate boundary for the slow slip event in Boso Peninsula.
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2007年9月・10月 長野県南部－愛知県東部の低周波地震活動前後の地殻変動
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国土地理院第７図　2007 年９月・10 月　長野県南部－愛知県東部の低周波地震活動前後の地殻変動

Fig.7　 Crustal deformation before and after the low frequency earthquake from southern part of Nagano Prefecture to eastern part of Aichi 
prefecture from September 2007 to October 2007.
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2007年9月・10月 長野県南部－愛知県東部の低周波地震活動前後の地殻変動
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第８図　2007 年９月・10 月　長野県南部－愛知県東部における地殻変動連続観測結果 (斜距離 )

Fig.8　 Results of continuous crustal deformation observation around the southern part of Nagano prefecture 
to eastern part of Aichi prefecture from September 2007 to October 2007. (distance)
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第９図　2007 年 10 月１日　神奈川県西部の地震（M4.9）前後の地殻変動

Fig.9　 Crustal Deformation before and after the earthquake in the western part of Kanagawa prefecture 
(M4.9) on October 1, 2007.
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